
大学生の声 

 

表現アクティビティ 

福山空襲を題材とした平和紙芝居「母と子の八月八日」を

観ました。大学生の迫力ある語りに子供たちは真剣

に聞きいっていました。 

戦争をおこさないために，みんなができるこ

とは何ですか?という質問に，「みんなと仲良く

すること」「けんかしたらちゃんと謝ること」

など，子供たちからは色々な意見が出ました。 

戦争の怖さや平和の大切さについて，しっかり考えること

ができるとてもよい体験となりました。 

紙芝居の後は，広島や福山にちなんだ名所などをテーマに

身体表現を行いました。 

子供たちは，大学生のお姉さんが出してくれたテーマに思

い思いの形で身体いっぱいに表現をして楽しみました。 

■日時： 

平成 28年 8月 9日（火） 

13：30～15：00 

■場所： 

豊松公民館 

■参加人数： 

  子 供  23名   

 大学生  4名 

神石高原町 豊松教室 

平和学習「紙芝居・歌」，身体表現あそび 

遠くまで来てもらって感謝します。年齢

の近い学生さんとの交流は，子供たちにと

ってとても良い体験となります。 

スタッフの声 

 幅広い年齢の子供たちと関わることができ，大学の講義だけ

では学べないことも多く知ることができました。 


